
学校番号 117 

 

平成 31 年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ 3 第 1 学年 

PRO-VISION  

English Communication Ⅰ 

Advanced Exercises ほか 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」「書くこと」「聞くこと」「読むこと」という 4 技能

の総合的な力をつける授業です。さまざまな言語材料・言語活動を最大限に活用し、英語の運用能力を

高めましょう。 

・教材で扱われているテーマに対する関心を高め、その背景や文化的意味について学びながら、自分自

身の考えも深めていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・間違うことを恐

れず、積極的に情

報や考えなどに

ついて話すこと

ができる。 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学ん

だことや経験し

たことについて、

その概要や自分

の考えを簡潔に

話すことができ、

その理由も表現

できる。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

・ﾍﾟｱﾜｰｸ 

 

 

 

 

英表Ⅰ 

・ﾍﾟｱﾜｰｸ

等言語活

動観察 

・間違うことを恐れ

ず、積極的に情報や

考えなどについて書

くことができる。 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだこ

とや経験したことに

ついて、その概要や

自分の考えを簡潔に

書くことができ、そ

の理由も表現でき

る。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

・定期考査 

・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 

   ﾃｽﾄ 

 

 

 

英表Ⅰ 

・定期考査 

・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 

   ﾃｽﾄ 

・授業で先生の指

示を理解すること

ができる。 

・日常生活の身近

な話題に関する簡

単な英文を聞いて

おおよそ理解する

ことができる。 

・ﾘｽﾞﾑやｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝ

などの英語の音声

的な特徴に注意し

ながら聞くことが

できる。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

・定期考査 

・ﾘｽﾆﾝｸﾞ 

   ﾃｽﾄ 

・教科書の文を意

味のまとまりに

注意して読むこ

とができる。 

・教科書の文の単

語の発音、ﾘｽﾞﾑ

やｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝなど

の音声的な特徴

に注意しながら

音読することが

できる。 

・段落におけるﾄ

ﾋﾟｯｸｾﾝﾃﾝｽの働き

についての知識

を身につけてい

る。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

・定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

積極的に言語活動を行い、ｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとしているか

を的確に評価できる方法で実

施 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( 6 時間) 

ノーベル医学
生理学賞受賞
者の半生とそ
の座右の銘に
ついて紹介す
る内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ノーベル章受賞者
について知っている
ことを、積極的に話
す。 

・各セクションを読む
前に、知っていること
を、ワークシートに基
づいてペアで伝え合
う。 

・ノーベル章受賞者
について知ってい
ることを、積極的に
話している。 

・ペアでの言語活動
を観察する 

 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づ
き、自分の将来につ
いて話す。 

・ペアで自分の将来に
ついて、伝え合う。 

・読んだことに基づ
き、自分の将来につ
いて話すことがで
きる。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・ノーベル章受賞者
の半生と、その座右
の銘が語っている内
容について、読んだ
ことを理解する。 

・セクションごとに、
Summary を完成さ
せ、概要を把握する。 

・ノーベル章受賞者
の半生と、その座右
の銘が語っている
内容について、読ん
だことを理解する
ことができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・未来表現（時制），
動詞＋wh-節／
whether 節の用法を
理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を理
解する。 

・未来表現（時制），
動詞＋wh-節／
whether 節を理解
している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 

Lesson ２ 

( 6 時間) 

日本のお弁当
文 化 を 紹 介
し、その可能
性の広がりに
ついて考えさ
せる内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本のお弁当文化
について知ってい
ることを積極的に
話す。 

・和食やお弁当文化に
ついて、知っている
ことをワークシー
トに書き出し、ペア
で伝え合う。 

・日本のお弁当文化
について知って
いることを積極
的に話している。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づ
き、日本の伝統文
化を紹介する。 

・ペアで日本の伝統文
化について話し合
う。 

・読んだことに基づ
き、日本の伝統文
化について、紹介
することができ
る。 

・ペアでの発表の内
容を観察、評価す
る。 

「外国語理解の能力」 

・日本のお弁当文化
について、読んだ
ことを理解する。 

・セクションごとに、
教科書の英問英答
問題に答え、概要を
理解する。 

・日本のお弁当文化
について、読んだ
ことを理解する
ことができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形、過去
完了形、現在完了
進行形の用法を理
解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・現在完了形、過去
完了形、現在完了
進行形を理解し
ている。 

・教科書の Task の
問題を使い、各文
法事項を適切に
使うことができ
るかどうかを評
価する 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( 6 時間) 

女性マラソン
ランナーの先
駆者の経験談
を紹介し、自
らの社会参画
について問い
かける内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・活躍している女性
のスポーツ選手に
ついて、知ってい
ることを積極的に
話す。 

・女性のスポーツ選手
について、知ってい
ることをペアで伝
え合う。 

・活躍している女性
のスポーツ選手
について、知って
いることを積極
的に話している。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づ
き、女性の社会参
画について、自分
の意見を述べる。 

・グループで話し合
い、他者の意見を参
考にしながら、自分
の意見を整理する。 

・読んだことに基づ
き、女性の社会参
画について、自分
の意見を述べる
ことができる。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・女性の社会参画に
ついて、読んだこと
を理解する。 

・セクションごとに、
Summary を完成さ
せ、概要を把握す
る。 

・女性の社会参画に
ついて、読んだこと
を理解することが
できる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞、疑問詞＋
to 不定詞、関係代
名詞の用法を理解
する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・助動詞、疑問詞＋
to 不定詞、関係代
名詞の用法を理
解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 

Lesson ４ 

( 6 時間) 

ビーバーが生
態系において
果たす役割を
理解させ、地
球の環境保全
について考え
させる内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・環境保全のために
できる身近な取り
組みについて、積
極的に話す。 

・身近な取り組みにつ
いて、グループで意
見を出し合う。 

・環境保全のために
できる身近な取
り組みについて、
積極的に話して
いる。 

・グループで出た意
見をクラスで発
表させる。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づ
き、ビーバーが果
たしている役割に
ついて、要約文を
作成する。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・読んだことに基づ
き、ビーバーが果
たしている役割
について、要約文
を作成すること
ができる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・ビーバーが絶滅の
危機に瀕した経緯
と、発生した新た
な問題について読
み取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・ビーバーが絶滅の
危機に瀕した経
緯と、発生した新
たな問題につい
て読み取ること
ができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受動態、関係代名
詞 what の用法を
理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・受動態、関係代名
詞 what の用法を
理解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( 7 時間) 

チョコレート
にまつわる文
化・時代背景
た歴史を理解
させ、グロー
バリゼーショ
ンを多角的に
とらえさせる
内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・チョコレートの歴
史について知って
いることを積極的
に話す。 

・知っていることペア
で伝え合う。 

・チョコレートの歴
史について知っ
ていることを積
極的に話してい
る。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・チョコレートの歴
史の明暗を描いた
英文を読んで、要
約文を作成する。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・チョコレートの歴
史の明暗を描い
た英文を読んで、
要約文を作成す
ることができる。 

・ワークシートを提
出させ、その取り
組み状況を判断
材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・カカオが私たちの
健康に与える恩恵
と、今後に期待され
る可能性について読
み取る。 

・セクションごとに英
問英答問題に答え、
概要を理解する。 

・カカオが私たちの
健康に与える恩恵
と、今後に期待され
る可能性について
読み取ることがで
きる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞、形式目的
語 it、動詞＋O+to 

V の用法を理解す
る。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・不定詞、形式目的
語 it、動詞＋O+to 

Vの用法を理解し
ている。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 

Lesson ６ 

( 7 時間) 

ベネズエラの
音楽教育シス
テムについて
紹介し、自己
実現のために
何が必要かを
考えさせる内
容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「音楽の持つ力」に
ついて、体験した
ことを積極的に話
す。 

・「音楽の持つ力」に
ついて、グループで
話し合う。 

・「音楽の持つ力」
について、体験し
たことを積極的
に話している。 

・グループで出た意
見をクラスで発
表させる。 

「外国語表現の能力」 

・エル・システマと
いうベネズエラの
音楽教育システム
について、要約文
を作成する。 

・セクションごとに
Summary を完成さ
せ、全体として一つ
の要約文に仕上げ
る。 

・エル・システマと
いうベネズエラ
の音楽教育シス
テムについて、要
約文を作成する。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・エル・システマが
与える影響につい
て読み取る。 

・セクションごとに英
問英答問題に答え、
概要を理解する。 

・エル・システマが
与える影響につ
いて読み取るこ
とができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役動詞、動名詞
の用法を理解す
る。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・使役動詞、動名詞
の用法を理解し
ている。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

( 7 時間) 

動植物間およ
び植物同士で
行われている
コミュニケー
ションの方法
について理解
させ、生態系
の保全の重要
性について考
え さ せ る 内
容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・生物のコミュニケ
ーションについ
て、知っているこ
とを積極的に話
す。 

・知っていることをペ
アで伝えあう。 

・生物のコミュニケ
ーションについ
て、知っているこ
とを積極的に話
している。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・動植物間のコミュ
ニケーションにつ
いて書かれた英文
を読んで、要約文
を作成する。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・動植物間のコミュ
ニケーションに
ついて書かれた
英文を読んで、要
約文を作成する
ことができる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・生物の多様性を守
ることの重要性につ
いて読み取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・生物の多様性を守
ることの重要性に
ついて読み取るこ
とができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文、分詞の
形容詞的用法、知
覚動詞の用法につ
いて理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・分詞構文、分詞の
形容詞的用法、知
覚動詞の用法に
ついて理解して
いる。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 

Lesson ８ 

( 7 時間) 

マララ・ユス
フザイ氏の国
連での演説を
紹介し、子ど
もを取り巻く
環境および教
育の現状につ
いて考えさせ
る内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・マララ・ユスフザ
イ氏について知っ
ていることを積極
的に話す。 

・知っていることをワ
ークシートに書き
出し、グループで話
し合う。 

・マララ・ユスフザ
イ氏について知
っていることを
積極的に話して
いる。 

・グループでの言語
活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・マララさんが主張
する教育の力につ
いての英文を読ん
で、要約文を作成
する。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・マララさんが主張
する教育の力に
ついての英文を
読んで、要約文を
作成することが
できる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・子どもを取り巻く
環境および教育の
現状について理解
する。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・子どもを取り巻く
環境および教育
の現状について
理解している。 

・定期テストの筆記
テストにおいて
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞、関係
副詞、比較の表現
の用法を理解す
る。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・関係代名詞、関係
副詞、比較の表現
の用法を理解す
る。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

( 7 時間) 

雪の結晶が精
製されるメカ
ニズムを紹介
し、身近にあ
る自然界の現
象に興味・関
心を喚起する
内容。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自然界のさまざま
な神秘について、
体験したことを積
極的に話す。 

・知っていることをワ
ークシートに書き
出し、グループで話
し合う。 

・自然界のさまざま
な神秘について、
体験したことを
積極的に話して
いる。 

・グループで話した
ことを、クラスで
発表させる。 

「外国語表現の能力」 

・雪の結晶が生成さ
れるメカニズムに
ついての英文を読
んで、要約文を作
成する。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・雪の結晶が生成さ
れるメカニズム
についての英文
を読んで、要約文
を作成すること
ができる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・雪の結晶の形を決
定する条件は何かに
ついて、読み取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・雪の結晶の形を決
定する条件は何か
について、読み取る
ことができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非制
限用法、強調構文、
比較の表現を理解
する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・関係代名詞の非制
限用法、強調構
文、比較の表現を
理解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 

Lesson 10 

( 7 時間) 

有史以前の人
類の生活を探
り、ものごと
を科学的に推
測するという
視点を提示す
る内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・有史以前の人類の
生活について、知
っていることを積
極的に話す。 

・知っていることをワ
ークシートに書き
出し、グループで話
し合う。 

・有史以前の人類の
生活について、知
っていることを
積極的に話して
いる。 

・グループで話した
ことを、クラスで
発表させる。 

「外国語表現の能力」 

・有史以前の人々の
生活についての英
文を読んで、要約
文を作成する。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・有史以前の人々の
生活についての
英文を読んで、要
約文を作成する
ことができる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・科学的な測定方法
によって判明した事
実が、従来の説とど
のように異なるかを
読み取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・科学的な測定方法
によって判明した
事実が、従来の説と
どのように異なる
かを読み取ること
ができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去、仮定
法過去完了、同格
の thatの用法を理
解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・仮定法過去、仮定
法過去完了、同格
の that の用法を
理解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 


